





































































382 大江・水原・伊藤 心月戴Cholinesteraseのi季節的変動 札幌医誌1954
Table　1．　Seasonal　Var’iation　qf　lleaTt　ChE7Table　Z．　Seasonal　Variation　of　Heart　ChE
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動及び性的．差異を認められないが，30～37℃の入工高温環
境下で持続飼養すれば，常温飼養に比べてその活性度は減
弱すると報じている。
　組．織．のChEに関しては，菊野13）が慕の肝臓，中枢紳経，
颪腹筋及び蛙の肝臓は，南方産のものが内地産のものより
活性度は低いと報じている。
　以上諸家の成績を見るに，血漕のChEについては季節的
変動がないとするものと，変動ありとするものとの両方あ
るが，血消ChEに関しては，生理的状態ではそ．の活性度が
季節的に変動しないという威績が大牛を占めているようで
ある。
　われわれの戌績も，一頭の犬について連続的に実瞼出來
ないもの．であり，ChE活性度の個体差がある．上に，脚数も
充分で．ないの．ではあるが，心臓ChEの季節的変動を認める
ことが出來なかった。
　一般に組織ChEは血．漕のそれ．と異なり，飢餓に対してま
た夕平明の條．件に対して容易に．変動しないことがいわれてい
る。特に心胆は撃節を問わず一定のrhythmで攻縮を営む
器官である。前報で逃べた如く，心臓自働性がそのChEと
なん等かの関係を有しているとすれば，その量も季節を問
わず恒常であることは当然のことといわねばならない。
結 論
　以上の実瞼より，犬心臓ChEの活性度は，季
節的変動に対する補正の要なしとの結果を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H召禾［129．．3．ユ8受付つ
Summary
　　　The　authors　upon　conducting　a　series　of　studies　on　the　seasonal　variances　of　the
cholinesteras’?　activities　of　cardiac　muscles　（dog）　by　Ammon’s　and　Hesterin－Miyasaki’s
methods　have　concluded　that　the　seasoエ1al　variances　were　negligible．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Mar．　18，　1954）
13）菊野：　日新医学35，（7）327（昭23），
